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酸欠・硫化水素中毒の防止について 
 
 

 平素は労働災害防止対策をはじめ労働者の健康障害防止などの労働行政の推進につ

きまして日頃より特段のご理解御協力賜り厚くお礼申し上げます。 
 さて、酸欠・硫化水素による労働災害は、去る３月に秋田県内の温泉施設で、硫化

水素中毒が原因と考えられる災害により、一度に労働者３名が死亡する災害が発生し

ており、和歌山局内でも、ホテルの浄化槽清掃作業時に硫化水素中毒により 1 名が死

亡する災害が発生しております。（別紙１参照） 
 これらの酸素欠乏症や硫化水素中毒は、ひとたび発生すると死亡災害などの重篤な

災害に繋がりかねないものであります。そこで、労働安全衛生法に基づく「酸素欠乏

症等防止規則」においては、「酸素欠乏症」や「硫化水素中毒」を防止するため、事業

者は作業方法の確立、作業環境の整備その他必要な措置を講じるよう努めることとさ

れております。 
 酸素欠乏症は、例えば穀物や飼料が入れてある貯蔵庫などの内部、長期間密閉され

ていた鉄製タンクや船倉等の内部、密閉された環境での酸素消費などでも発生してお

ります。 
 また、硫化水素については、し尿、汚水、魚等の腐敗などによっても発生すること

があり高温多湿となる夏季にはその発生の可能性も高くなります。また、空気より比

重が重いことから、排水ピットや深い溝の底に滞留している可能性があり、または水

溶性が高いことからピット等の底に溜まった汚水を攪拌した際に、汚水に水溶してい

た硫化水素ガスが発散する可能性もあります。 
 当局おいて白浜温泉等温泉地があり、今年は国民体育大会もあり、建築工事、宿泊

施設、競技施設、関連施設等の修繕改修も見込まれ、同種災害を防止するため、別紙

２及び別添パンフレット等を参考に、事業場内での「酸素欠乏危険場所」の有無を確

認していただき、これらが有る場合は、『酸欠・硫化水素中毒防止』に係る作業標準を

作成されるとともに、その作業標準を労働者に周知するなど『酸欠・硫化水素中毒』

の防止に万全を期されるようお願いします。 
                              
 
 



                                   別紙１ 
近年における温泉関係施設での硫化水素中毒の事例（全国） 

 
 

災害発生場所 被災労働者数（人） 
災害概要 

死亡 休業 
源泉付近の送

湯管のバルブ

周辺 
３ ０ 

送湯管のバルブから空気を抜く作業を行っ

ていたところ、送湯管から放出された硫化水

素を吸い込み死亡したものと思われる。 
湯の花製造の

ための貯湯タ

ンク内 
０ １ 

貯湯タンク内の清掃作業を行っていたとこ

ろ、異臭を感じ意識を消失し、被災したもの。 

温泉水と温泉

沈殿物を分離

するタンク内 
２ ０ 

タンク内で温泉沈殿物を除去する作業中、温

泉水と沈殿物を撹拌したことによって放出

された硫化水素を吸い込み死亡したもの。 
温泉貯湯タン

ク内部 ２ ０ 
貯湯タンク内部の温泉沈殿物の水洗作業中

に、貯湯タンク内部の硫化水素を吸い込み死

亡したもの。 
温泉貯湯タン

ク上部 
０ １ 

貯湯タンク内にある、湯の花をそぎ落とすた

めの固体状の物質を回収するため、タンク上

部の蓋を開け、回収作業を行っていたとこ

ろ、何らかの原因で発生した硫化水素を吸い

込み被災したもの。 
温泉施設近く

の雪のくぼ地 
０ ２ 

温泉施設付近にあった雪のくぼ地に落ちた

観光客を救出するため、救出作業にあたった

労働者が、くぼ地に溜まった硫化水素を吸い

込み被災したもの。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
和歌山県下における主要な酸欠・硫化水素による死亡災害事例 
 

災害発生個所 被災労働者数（人） 災害概要 
死亡 休業 

消石灰タンク  １名 被災者は消石灰の入ったタン

ク内にゴーグルを落とし、ゴーグ

ルを取りに行くためタンク内に

入り酸欠状態となった。 

コンテナ内  ３名 被災者３名がコンテナ内で材料

の仕分け作業を行っていたとこ

ろ酸欠症状としてめまいが発生

した。 
合併処理層 1 名  被災者がホテルの合併処理槽内

で作業を行っていたところ、めま

いをおこした。 

船倉内 1 名  被災者が、船倉内で清掃作業を行

っていたところ酸欠となった。 

調理場 1 名  換気扇を回さず調理場のボイラ

ーを着火させたことにより、被災

者が酸欠状態となった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                   



                                   別紙２ 
『酸欠・硫化水素中毒の防止について』 

１．酸欠危険場所 
   ① 長期間使用されていない井戸等の内部 
         （枯葉などの有機物が分解される際に酸素を消費） 
   ② 雨水や湧水などが滞留し、又は滞留したことのある槽、暗渠、ピッ 

ト、マンホール等の内部 
         （水中の有機物が分解される際に酸素を消費） 
   ③ 酒、醤油、もろみなど、酵母等による発酵するものを入れたことの 

ある醸造槽、タンク、むろ等の内部 
         （発酵により酸素を消費） 
   ④ 長期間密閉されていた鋼製タンク、船倉等の内部 

（サビが生じる際に酸素を消費） 
   ⑤ 油性塗料等でその内部に塗装して間もない地下室、タンク等の内部 
         （塗装面より発散した有機溶剤等による酸素濃度の低下） 
   ⑥ 海水が滞留し、又は滞留したことのある熱交換器、暗渠、ピット、 

マンホール等の内部  
         （魚介類の腐敗等により硫化水素が発生） 
   ⑦ し尿、汚水など、腐敗しやすいものを入れてあり、又は入れたこと 

のある水槽、暗渠、ピット、マンホール等の内部 
         （し尿、汚水などの腐敗等により硫化水素が発生） 

上記以外にも酸欠危険場所はあります。労働安全衛生法施行令別表第 6 
又は酸素欠乏症等防止規則をご参照ください。 
 

２．酸素濃度等の測定 
酸欠危険場所で作業を行わせる場合は、事前に酸素濃度、硫化水素濃度 

を測定し、 
   ① 酸素濃度が１８％以上であること 

（酸素濃度が１８％未満になると生命の維持が困難） 
   ② 硫化水素濃度が１０ｐｐｍ未満であること 
         （１０ｐｐｍ以上になると硫化水素中毒の恐れあり） 

を確認したうえで作業を開始してください。 
 

３．換気の実施 
   酸欠危険場所で作業を行わせる場合は、まず酸欠危険場所の外側から、 

送風機（ラインファン等）で、外気を酸欠危険場所の内部に吹き込むことに 
より、十分な換気を行ってください。 

   十分な換気を行ったうえで、上記の酸素濃度を測定し、安全を確認してから酸

欠等危険場所の内部に立ち入るようお願いします。 
   なお、作業中は労働者の呼吸等による酸素濃度等の低下や硫化水素等の 

有害物が発生する恐れがあるため、作業中にも換気を継続するようお願い 
します。 



４．保護具の使用  
  酸素欠乏状態等にあるにも関わらず、換気を行うことが困難な場合には、 
作業員にエアラインマスク（外部により空気を供給）又は空気呼吸器（空 
気ボンベ型）を使用させること。 

   硫化水素等の有害物が発生しており、又は発生する恐れがある場合は、労働者

に有効な呼吸用保護具や保護眼鏡（ゴーグル）などを使用させる 
ようお願いします。 
 

５ 監視人等の配置等 
   酸欠危険場所で作業を行わせる場合は、万一の事態に備え、酸欠危険場 

所の外側に監視人等を配置し、次のことを行わせるようお願いします。 
   ① 作業の進行状況や換気の状況、保護具の使用状況、作業員の異常な 

どを常に監視すること。 
   ② 監視人等は、作業員に異常を認めたときは、直ちに作業を中止させ、 

全ての作業員に退避を命じること。 
   ③ 作業員が意識を失い倒れるなど、万一の事態が生じた場合は直ちに 

救急要請を行い、送風機により酸欠危険場所へ外気を吹き込み続ける 
など、適切な対処を行うこと。 

     また、被災者を救出するために酸素危険場所に立ち入る場合は、エアライ

ンマスク又は空気呼吸器を必ず使用させること。 
 
６．注意事項 
   過去に発生した酸欠等の災害事例を見ると、多くの災害で被災者を救出 

するために酸欠危険場所に入った方も併せて被災する『二次災害』が発生 
しています。 
「被災した仲間を早く救出したい」のは当然ですが、作業員が意識を失っ 
た段階で、酸欠危険場所の内部は『酸素欠乏状態』又は『高濃度の有害物 
が存在する』危険性が極めて高いと判断されます。 
エアラインマスク又は空気呼吸器を着用せずに酸欠危険場所に立ち入る 

ことは絶対に避けてください。 
 

７．非常用設備の設置及び訓練等 
   事業場内に酸素危険場所が存在する場合は万一に備えて救出用のエアラ 

インマスクや予備の送風機、はしご、繊維ロープなどの非常用設備を備え 
付けておくようお願いします。 
また、万一の際に適切な対応が出来るよう定期的に訓練を行うほか、非 

常用設備についても定期的に点検を行うようお願いします。 
 
 
 
 



 
●平成 27 年 4 月 20 日（月） 
和歌山労働局・槇野労働基準部長が和歌山県経営者協会を訪れ、酸欠や硫化水素中毒

による作業中の災害について注意を呼びかける要請書を、永井慶一専務理事に手渡し

ました。4 月 16 日には、県旅館ホテル生活衛生同業組合にも要請しています。 










